
Ｇｏ Ｔｏ 皆既日食

２０２０年代に見られる皆既日食・金環日食

２０２３年４月２０日の部分日食

皆既日食ツアー

来月１２月１４日、南米のチリ、アルゼンチンで皆既日食を見ることができます。皆

既日食はたいへん神秘的な現象で、多くの人々の注目を集めます。日本からだと地

球の反対側になりますが、南米旅行と合わせて早くから準備されておられた方もおら

れることだと思います。しかし新型コロナウイルスの影響により、各国の出入国の規制

が続いているため、現地へ赴くのは難しいかもしれません。

来年２０２１年には、南極で皆既日食を見ることができます。南極の白い氷の大地

で見る黒い太陽、さらにオプションで南極点やペンギンも見られるという、非常に魅力

的なツアーがあるそうですが、ツアー代金は数百万円ということです。

日食は地球上の

どこで起こるか分か

りませんから、アク

セスのいい場所で

見られるとは限りま

せん。近々に見ら

れる皆既日食だと、

２０２４年 の メ キ シ

コ・アメリカ合衆国

や、２０２６年のスペ

インがねらい目にな

るでしょう。

日本で見られる日食

前回、６月２１日の部分日食は、残

念ながら大阪では曇り空で、欠けた太

陽はほとんど確かめられませんでした。

大阪を含めて日本の多くの地域で

は、今後１０年間は日食を見ることがで

きません。ただ正確には、一部の地域

で２０２３年４月２０日にも見ることができ

ます。この日食を見られる場所は図の

色をつけた地域で、九州南部や沖縄、

紀伊半島南部などになります。しかし、
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日本付近で見られる皆既日食・金環日食

オーストラリア・ニュージーランドの日食

近畿地方では潮岬まで行っても食分はわずか０.０２５、日食めがねを通して肉眼で

見ただけでは、欠けていることすら分からないかもしれません。

２０３０年以降は日食ラッシュ

残念な話ばかりですが、２０３０年以降は大いに期待がもてます。

まず、２０３０年６月１日、大阪で１０年

ぶりに日食が起こります。この時、北海

道全域では金環日食となります。

２０１２年に大阪でも金環日食が見られ

ましたが、その時と同じように大きな話

題になるでしょう。

そして、２０３５年９月２日、北陸から

関東にかけての地域で、皆既日食を見

ることができます。前回日本で皆既日

食が起こったのは２００９年でしたが、こ

の時陸地で見られたのは南西諸島の島嶼部だけでした。日本本土だと１９６３年の北

海道が最後なので、実に７２年ぶりということになります。

その後も、２０４１年には中部地方で金環日食、２０４２年には日本近海で皆既日

食と、日本付近で皆既日食・金環日食が続きます。

オーストラリア・ニュージーランドもお勧め

さらに地球全体で今後日食が起こる

場所を見てみると、特にオーストラリアと

ニュージーランドで頻繁に皆既日食・金

環日食を見られることが分かります。

２０２３年にごく一部の地域ですが

オーストラリアで皆既日食が見られ、

２０２８年以降２０３０年代にかけて、

オーストラリアでは４回、ニュージーラン

ドでは３回皆既日食が起こります。ニ

ュージーランドは日本の７割ほどの面積

の国ですが、短い期間内に多くの地域で皆既日食か金環日食が見られ、どちらも見

られない地域の方が珍しいぐらいです。

テカポ湖の星空と合わせ今から旅行の計画に思いを巡らせてはいかがでしょうか。

江越 航（科学館学芸員）
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